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Ⅰ．緒言 

 ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリーグ（B リーグ）は

2019-2020 シーズンで開幕 4 年目を迎えた。しかし、COVID-19 の影響によりシ

ーズン中止を余儀なくされた。本来であれば 60試合のレギュラーシーズンの後

にチャンピオンシップが開催され、優勝チームや昇降格チームを決めるが、今

期に限っては 40 試合もしくは 41 試合のレギュラーシーズンの勝率によって昇

格チームのみが決まることとなった。 

B リーグにおいてはスタッツと呼ばれるデータがリアルタイムでホームペー

ジ等に公開されており、スタッツに計算式を加えることで算出されるアドバン

スドスタッツを各チームはスカウティング等で活用し、ゲームプランに活かし

ている。本研究では Bリーグ 1部（B1リーグ）及び 2部(B2リーグ)の勝率とア

ドバンスドスタッツを含むスタッツとの関係を考察する。これまでも様々なデ

ータと勝敗を結びつける考察が行われている（八板・野寺 2007、元安 2018）が、

最新のシーズンの傾向を分析し、勝率とそれぞれのデータの相関関係を分析す

ることで、B1リーグと B2リーグの共通点と相違点を明らかにすることを目的と

した。これまでの研究との差異も検証を行い、シーズンによって変化があるか

を検討する。 

 

Ⅱ．方法 

 Bリーグ 2019-2020シーズン、B1・B2リーグに所属する 36チームのレギュラ

ーシーズン 40 試合もしくは 41 試合における平均ボックススコア、平均アドバ
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ンスドスタッツ、得点期待値を算出し、勝率との関係を検討した。勝率と各測

定項目の検定には相関分析を用いた。2変量の関係においては、Pearsonの相関

係数を求め、その有意性の検討を行った。すべての検定において、危険率 5%未

満（p<0.05）をもって統計的に有意とした。 

 

Ⅲ．結果 

 勝率とスタッツ及びアドバンスドスタッツとの相関関係を検討したところ、 

B1リーグ及び B2リーグ共に勝敗との相関関係が認められた項目は、エフェシエ

ンシー（EFF）、Points Per Possessions（PPP）、アシスト数（AS）、エフェクテ

ィブフィールドゴール成功率（eFG%）であった。B1 リーグのみ相関関係が認め

られたものは Points Per Game（PPG）、B2 リーグのみ認められたものはファウ

ル数（F）であった。 

 

 

図 1. B1リーグにおける EFFと勝率の関係 
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図 2. B2リーグにおける EFFと勝率の関係 

 

図 3. B1リーグにおける PPPと勝率の関係 
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図 4. B2リーグにおける PPPと勝率の関係 

 

図 5. B1リーグにおける ASと勝率の関係 
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図 6. B2リーグにおける ASと勝率の関係 

 

図 7. B1リーグにおける eFG%と勝率の関係 
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図 8. B2リーグにおける eFG%と勝率の関係 

 

図 9. B1リーグにおける PPGと勝率の関係 
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図 10. B2リーグにおける Fと勝率の関係 

 

Ⅳ．考察 

B1 リーグと B2 リーグに共通して勝率と相関関係が認められた項目は現在の

日本のバスケットボールにおいて重視されている項目と言える。EFFはポジティ

ブなスタッツとネガティブなスタッツの差し引きで示される項目のため勝敗に

直結するのは納得できるものである。PPPは 1回の攻撃当たりの得点期待値であ

り、得点効率と呼ばれる攻撃の質に値する項目である。攻撃回数を示すポゼッ

ションと勝率には有意な相関関係が認められず、得点効率と勝率に相関関係が

認められた（図 3、図 4）。得点は攻撃の質と量を掛け合わせたものであるが、B

リーグにおいては質を重視するリーグになっていると考えられる。eFG%は 3 ポ

イントショットの得点を加味したフィールドゴール成功率であり、eFG%の高い

ショットを放つことができれば PPP が高まっていく（図７、図 8）。2 ポイント

だけでなく 3 ポイントショットを効果的に使用し、効率よくショットを決める

ことができるチームが勝利に結びついている。一方で、図 3 において最も PPP

が高く、図 7において eFG%も高いシーホース三河が勝率では 5割を切っている。



 徳 山 大 学 論 叢 第 91 号 

- 26 - 
 

他のスタッツでも特段何か低い値がある訳でもないにもかかわらず勝率が低い

ことは今後検証していきたい。AS が勝率と相関関係にあるということは、アシ

ストがつくようなプレーに繋がるチームショットが勝利に結びついていると考

えられる（図 5、図 6）。 

B1リーグのみに勝率と相関関係が見られた項目は PPGである。勝率と失点に

ついては相関関係が認められず、得点については相関関係が認められたという

ことは、失点を抑えて勝利するよりも得点を重ねることで勝利に繋がると考え

られる。一方で B2リーグのみに勝率と相関関係が見られた項目は Fである。フ

ァウルの数が少ないチームほど勝利に結びついている。B1 リーグにおいてはこ

の傾向は見られなかった。バスケットボールにおけるファウルは必ずしも反則

という側面だけではなく効果的に使うことも可能である。ルール改正によりフ

ァウルゲームなどのファウルを使った戦術が使いづらくはなっているが、それ

でもより高度なバスケットボールにおいてはファウルの使い方が重要となる。

B2 リーグは単純に反則としてのファウルが多い、あるいは効果的なファウルの

使い方ができていないため、ファウル数が少ないほど勝率が高いリーグとなっ

ている可能性がある。 

元安（2018）によると 2016-2017 シーズンは勝率とほぼすべてのスタッツに

相関関係が認められており、具体的にどの項目と勝敗が関係しているのかが明

らかではなかったが、2019-2020 シーズンはより勝利に繋がる項目が限定され、

明確になったと思われる。今回のシーズンは途中で終わってしまったために試

合数が少ないという差異も認められたので、通常通りの試合数が開催されてい

れば違った結果になった可能性もある。 

バスケットボールのスタッツに関する研究はまだまだ数が多いとは言えない

状況であるが、年々Bリーグにおけるアナリストの存在感は高まっており、リー

グとしてもスタッツを重視した戦術の活用なども多く見られるようになってき

た。Bリーグにおいてもスタッツに基づいた戦術の選択はこれからますます増え

てくると考えられる。今シーズンは途中で中止となる異例のシーズンとなった

が、2020-2021シーズンは通常通りの試合数で開催されることを信じて、来シー
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ズン以降にさらなる飛躍が見られることを願い、継続して分析を実施していき

たい。 

 

Ⅴ．結言 

 B1リーグと B2リーグに共通して勝率と相関関係が認められたものは、EFF、

AS、eFG%、PPPであった。 

 B1リーグのみ勝率と相関関係が認められたのは PPGであった。 

 B2リーグのみ勝率と相関関係が認められたのは Fであった。 
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